
   

具体的な検討事項（第 1 回検討会での主なご意見）                         H24.2.15 

項  目 主 な ご 意 見 
地域検討会 

のまとめ 

統合の方法 

・編入 
 
 
 
 
 
・合併 
 

・早期の統合なら，二葉中学校が舟栄中学校に編入だが，地

域の気持ちも考えるべき。 
・子どもや保護者のことを考えれば，早く行える編入統合が

いい。 
・この地域の状況を考えれば，スピード感を持って行うべき。

・生徒の人数を考えれば，舟栄に編入するのがいい。 
・校名にこだわらす， 短での統合を望む。 
・生徒が新しくスタートする気持ちを持てるよう，対等な形

での合併統合がいい。 
・次に検討される小学校を考えると，人数だけで編入と決め

ない方がいい。 
・今いる生徒が負い目を感じながら統合した学校に通うこと

はさせたくない。 
・どちらかがどちらかに編入ではなく，合併で新たな気持ち

でスタートするのが望ましい。 
・[質問]合併の場合でも 1 年でできないのか。 

 （教育委員会で検討：資料２，３）

 

校舎 

 
・校舎の新しさから舟栄中学校の校舎を使うのがいいのでは

ないか。 
 

校名 

・二葉の名

前を使う 
・舟栄の名

前を使う 
・新しい名

前を使う 

  

子どもたち

の教育活動 

・在学生徒

の教育 

・[質問]両中学校で話し合いはされているのか。 
いい教育活動をするためには，1 年間の準備期間では難し

いのではないか。その辺を確認したい。 
            （教育委員会で検討：資料２，３）

 

その他 

 
 
 
 

・もめて時間のかかることはやめてほしい。 
・地域と保護者が協力して進めるべき問題。 
・中学校の統合が先行しているが，引き続き小学校のことも

考えていかなくてはいけない問題。 

 

 
統合の方法による。 

資料 １ 



 

○ 統合にあたっての課題 

 統合の方法   

 使用する校舎 
 校名をどうするか 

 子どもたちの教育活動 

 ・交流活動 

・修学旅行などの行事 

 ・異なる学期制（二葉中学校：３学期制，舟栄中学校２学期制）  

・3 年生でのクラス替え 

・部活動 

 保護者や同窓会 

・保護者の経費負担（体操着，部活動ユニフォーム，副教材等） 

・交流活動 

  ・PTA 組織づくり 

  ・同窓会の組織（卒業生，今後の卒業生への対応） 

 統合の時期 

 

○ 閉校にあたっての課題 

【 過去の例 】 

 閉校記念事業 

  実行委員会組織  部会       閉校記念式典 

  (地域・学校)        記念碑 

                    記念誌 

                    お別れ会 

   記念誌作成 

   (案作り) １作成のねらい 

        ２記念誌の名称 

        ３構成 ・写真（校舎全景（以前の校舎，学校の様子（教室風景・・））  

            ・はじめに （巻頭言：市長 閉校に寄せて：教育長 その他） 

        ４あいさつ 閉校記念事業実行委員長，PTA 会長，その他 

        ５写真で振り返る学校 

        ６思い出 （在校生徒，職員） 

        ７閉校に寄せる言葉 （歴代 PTA 会長，歴代校長，同窓生代表，その他） 

＊ 原稿依頼 収集等の作業 



資料２ 

統合について考える視点の例 

新潟市教育委員会教育総務課企画室  

（二葉中学校区・舟栄中学校区地域検討会事務局） 

  ◎：おもに統合の是非を考える上での視点   

○：おもに統合の方法や期間を考える上での視点 

１ 地域の視点から 

◎ 地域の子どもが通う学校の教育環境 

◎ 地域コミュニティの中心としての学校 

◎○母校に対する愛着と敬愛 

◎ 地域の将来を担う人材育成の場としての学校 

○ 育成協など地域の教育関係団体のあり方 

○ 地域として統合にどのように関わるのか 

２ 保護者の視点から 

◎ わが子が通う学校の教育環境 

◎○現在通学しているわが子の心情 

◎ 将来,わが子が通う学校の教育環境 

◎ わが子が持つ可能性に対する期待 

○ 学校生活の変化に伴う不安（学習,部活動，進路，学校行事，人間関係等） 

○ 保護者として統合にどのように関わるのか 

３ 児童生徒の視点から 

○ 学校生活の変化に伴う不安（学習,部活動，進路，学校行事，人間関係等） 

◎○母校に対する愛着と敬愛 

○ 統合に伴う行事や引越など，通常とは異なる活動による負担 

○ 児童生徒として統合にどのように関わるのか 

４ 学校の視点から 

○ 現在,在学している児童生徒への影響 

○ 将来,入学してくる児童生徒への影響 

○ 学習をはじめとする教育活動全般への影響 

○ 学校の区切りのつけ方 

○ 在校生，卒業生などの思いを具体化する方法 

○ 実務的な工程 

５ 教育委員会の視点から 

◎○地域や保護者の合意を得た内容や方法であるか 

◎○児童生徒にとって 善の方法は何か 

○ 学校現場における実務内容とそれにかかる期間 

○ 施設設備に関する対応の有無 

○ 条例改正や予算措置などの事務的準備 



平成24年4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 平成25年1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 平成26年1月 2月 3月 4月 5月
コミュニティ組織

育成協 新組織検討会 新組織検討会 新組織検討会 新組織発足
児童委員 新組織検討会 新組織検討会 新組織検討会 新組織発足
その他 新組織検討会 新組織検討会 新組織検討会 新組織発足
記念式典 部会 部会 部会 部会 記念式典
記念碑 部会 部会 部会 部会 記念碑除幕
記念誌 部会 部会 部会 部会 記念誌発行
お別れ会 部会 部会 部会 部会 お別れ会実施
記念式典 式典実行委員会組織 実行委員会 実行委員会 実行委員会 部会 記念式典
校名決定 校名検討委員会設置 地域アンケート(1回) 地域アンケート(2回) 校名決定

ＰＴＡ組織 統合中学校PTA準備会 準備会 準備会 準備会 役員選出 PTA解散総会 新PTA発足総会
記念式典 部会 部会 部会 部会 記念式典
記念碑 部会 部会 部会 部会 記念碑除幕
記念誌 部会 部会 部会 部会 記念誌発行
お別れ会 部会 部会 部会 部会 お別れ会実施
記念式典 式典実行委員会組織 実行委員会 実行委員会 実行委員会 部会 記念式典
校名決定 校名検討委員会設置 地域アンケート(1回) 地域アンケート(2回) 校名決定

学習活動 定期テスト 定期テスト 定期テスト 定期テスト
部活動 1,2年生入部調整 新潟市西地区大会 1,2年生交流活動 新潟市新人大会 部活動再編成

修学旅行 旅行先アンケート 旅行先決定 事前学習・交流活動 班編成・係編成 旅行実施
運動会 実施計画 活動開始 練習 運動会
文化祭 実施計画 文化祭
生徒会 生徒総会 新生徒会組織検討 役員改選 生徒会解散 新生徒会発足 生徒総会

閉校準備 記念式典
開校準備 記念式典
その他
学習活動 教育課程協議 交流学習計画協議 交流活動開始 私立高入試 公立高推薦入試 公立高一般入試

部活動 1,2年生入部調整 新潟市西地区大会 1,2年生交流活動 新潟市新人大会
式典 入学式 閉校記念式典 卒業式 入学式
修学旅行 現契約キャンセル 新規予約 実施計画 交流計画 生徒活動開始 旅行実施
運動会 実施計画 生徒活動開始 運動会
文化祭 実施計画 文化祭
その他 次年度学校行事検討開始
記念式典 部会 部会 部会 部会 記念式典
記念碑 部会 部会 部会 部会 記念碑除幕
記念誌 部会 部会 部会 部会 記念誌発行
お別れ会 部会 部会 部会 部会 お別れ会実施
記念式典 式典実行委員会組織 実行委員会 実行委員会 実行委員会 部会 記念式典
校名決定 校名検討委員会設置 地域アンケート(1回) 地域アンケート(2回) 校名決定
会計事務 次年度会計準備 取引銀行調整現年度会計処理 新学校口座変更

引越準備 使用備品・廃棄備品仕分け 引越リスト作成 引越作業
その他 統合準備会 統合準備会 統合準備会 統合準備会 統合準備会 統合準備会

閉校準備 閉校式典 式典準備開始 記念式典
校歌制定 校歌作成依頼 校歌完成
校章制定 校章作成依頼 校章完成
開校式典 式典準備 記念式典
教職員配置 異動発表
引越準備 使用備品・廃棄備品仕分け 引越リスト作成 余剰備品処理 引越業者選定 引越作業
条例改正 条例改正案提

コミュニティ組織
育成協 新組織検討会 新組織検討会 新組織検討会 新組織発足
児童委員 新組織検討会 新組織検討会 新組織検討会 新組織発足
その他 新組織検討会 新組織検討会 新組織検討会 新組織発足
記念式典 部会 部会 部会 部会 記念式典
記念碑 部会 部会 部会 部会 記念碑除幕
記念誌 部会 部会 部会 部会 部会 部会 記念誌発行
お別れ会 部会 部会 部会 部会 お別れ会実施
記念式典 式典実行委員会組織 実行委員会 実行委員会 実行委員会 記念式典
校名決定 校名検討委員会設置 地域アンケート（1回） 地域アンケート(2回) 校名決定

ＰＴＡ組織 統合中学校PTA準備会 役員改選 準備会 準備会 役員改選 ＰＴＡ解散式 新ＰＴＡ発足総会
記念式典 部会 部会 部会 部会 記念式典
記念碑 部会 部会 部会 部会 記念碑除幕
記念誌 部会 部会 部会 部会 部会 部会 記念誌発行
お別れ会 部会 部会 部会 部会 お別れ会実施
記念式典 式典実行委員会組織 実行委員会 実行委員会 実行委員会 記念式典
校名決定 校名検討委員会設置 地域アンケート（1回） 地域アンケート(2回) 校名決定

学習活動 定期テスト 定期テスト 定期テスト 定期テスト 定期テスト 定期テスト 定期テスト 定期テスト
部活動 1年生入部調整 新潟市西地区大会 1,2年生交流活動 新潟市新人大会 1,2年生交流活動 1年生入部調整 新潟市西地区大会 1,2年生交流活動→ 新潟市新人大会

修学旅行 1年旅行先・輸送手段等決定 2年生交流学習→ 旅行実施→
運動会 運動会 運動会
文化祭 文化祭 文化祭
生徒会 生徒総会 役員改選 新組織検討開始 生徒総会 役員改選 生徒会解散 新生徒会発足 生徒総会

閉校準備 記念式典
開校準備 記念式典
その他
学習活動 教育課程協議 教育課程協議 私立高入試 公立高推薦入試 公立高一般入試 交流活動開始 教育課程協議 教育課程協議 私立高入試 公立高推薦入試 公立高一般入試

部活動 1年生入部調整 新潟市西地区大会 1,2年生交流活動 新潟市新人大会 1,2年生交流活動 1年生入部調整 新潟市西地区大会 1,2年生交流活動→ 新潟市新人大会
式典 入学式 卒業式 入学式 卒業式 入学式
修学旅行 1年生修学旅行計画立案 1年生旅行先・輸送手段等決定 2年生交流学習→ 旅行実施→
運動会 運動会 運動会
文化祭 文化祭 文化祭
その他
記念式典 部会 部会 部会 部会 記念式典
記念碑 部会 部会 部会 部会 記念碑除幕
記念誌 部会 部会 部会 部会 部会 部会 記念誌発行
お別れ会 部会 部会 部会 部会 お別れ会実施
記念式典 式典実行委員会組織 実行委員会 実行委員会 実行委員会 記念式典
校名決定 校名検討委員会設置 地域アンケート（1回） 地域アンケート(2回) 校名決定
会計事務 次年度会計準備 取引銀行調整 現年度会計処理 新学校口座変更

引越準備 使用備品・廃棄備品仕分け 引越リスト作成 余剰備品処理 引越作業
その他 統合準備会組織 統合準備会 統合準備会 統合準備会 統合準備会 統合準備会 統合準備会

閉校準備 閉校式典 式典準備開始 記念式典
校歌制定 校歌作成依頼 校歌完成
校章制定 校章作成依頼 校章完成
開校式典 予算的措置 記念式典
教職員配置 異動発表
引越準備 引越リスト作成 余剰備品処理 引越業者選定 引越作業
条例改正 条例改正提案

　　資料中の閉校記念事業にかかわる内容について簡単に説明します。

○閉校記念事業とは・・・学校の閉校に際し，その足跡をたどり，歴史を後世に残すこと
　　　　　　　　　　　　　　　などを目的に行う事業です。
○閉校実行委員会とは・・・地域や保護者が主体になり，閉校にかかる事業の計画立案
　　　　　　　　　　　　　　　　や運営を行う組織です。

○実行委員会には・・・通常，いくつかの部会がおかれ，具体的な閉校事業を行います。
　　　　　　　　　　　　　　1部会につき，地域や保護者など10人程度の部員で活動します。
　　　　　　　　　　　　　　通常は，2～３か月に一回程度部会を開き事業を進めていきます。
　　　　　　　　　　　　　　（例）　式典部会，記念碑部会，記念誌部会，お別れ会部会など

　・式典部会では・・・・・閉校記念式典を教育委員会や学校と協同で開催します。
　　　　　　　　　　　　　　主な活動の内容は，式典の計画立案，案内状の発送，
　　　　　　　　　　　　　　式典会場の準備，式典の運営などです。
　・記念碑部会では・・・閉校記念碑の計画から設置，除幕式などの運営を行います。
　　　　　　　　　　　　　　主な活動内容は，記念碑の文字や揮毫者の決定，業者の選定
　　　　　　　　　　　　　　や発注などです。
　・記念誌部会では・・・閉校記念誌の編集，発行，頒布などを行います。
　　　　　　　　　　　　　　主な活動は，記念誌の内容の検討，原稿依頼，写真の収集，
　　　　　　　　　　　　　　業者への発注，校正，希望者への頒布などです。
　・お別れ部会では・・・記念式典後の懇親会などの計画立案運営などを行います。
　　　　　　　　　　　　　　主な活動内容は，お別れ会の計画立案，案内状の発送，
　　　　　　　　　　　　　　会場との連絡調整，会計などです。

資料３【統合における考慮すべき視点とその工程例】統合完了までの工程を1年と2年でシュミレーションしました。（ただし，平成24年度は新指導要領に移行する年で，生徒や学校に通常時より負担がかかることが予想されてます。）
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式典部会発足・内容検討
記念碑部会発足・内容検討
記念誌部会発足・内容検討

庁内統合プ
ロジェクト
チーム発足

実行委員会
発足

実行委員会

実行委員会 実行委員会

実行委員会 実行委員会

庁内統合プ
ロジェクト
チーム発足

庁内統合プ
ロジェクト
チーム会議

庁内統合プ
ロジェクト
チーム会議

庁内統合プ
ロジェクト
チーム会議

実行委員会
発足



二葉中学校生徒の意見（第1回の検討会で話し合われた内容を伝え、思ったことや意見を自由に書いてもらいました。）

肯定的な意見 否定的な意見 その他

１
年
生

・統合するなら25年度より後がいい。
・伝統も大切だけど後の人がきつい
と思う。
・二葉中以外の人とも関わりあえる
のならそれでもいい。
・統合して部活動の種類が増えるの
はいい。
・クラスが増えるのはいい。

・反対・反対反対…これしかない。
・希望に胸を弾ませて入学してからこんなにすぐに
統合の話が出るのはいやです。
・そんなに早く統合しなくていい。
・よそ者扱いされるのではないか。
・友人関係が不安，友達作りが大変と思う。
・1年で仲良くなれると思わない。
・部活動の人数が少ないから試合に出られるのに、
統合すると多分出れなくなるので嫌です。
・部活動のメンバーが変わるのはいやだ。
・先生が変わり、勉強の教え方が変わると困る。
・修学旅行は沖縄に行きたい。
・行事も慣れているものがいい。
・グランドが広い方を優先してほしい。
・人数が少ないから統合話が始まるのは非常に気
分が悪い。
・伝統のある学校を潰したくない。
・体操着や制服が変わるのはやめてほしい。

・3年生の時だと受験なので困る。
・人数が増えるのはいいことだと思う
が、個人的には精神的にきつい。
・制服や体操着はどうなるのか。
・卒業生がかわいそう。
・二葉に来てほしい。
・住所を変えて他の学校にいくのを
やめさせればいい。
・住所を変えた人がかわいそう。
・1校にまとまった方が教育委員会が
楽じゃないか。
・舟栄中の意見も聞きたいです。

２
年
生

・ゆっくりと考えて統合したほうがい
い。
・時間をかけてどちらも閉校し，新し
い学校を作ってほしい。
・ 低でも27年の春がいい。
・人数が増えるのはいいと思う。
・クラス替えは憧れです。
・クラスが増えるのはいい。
・クラスの数が増えたりいろんな人に
出会えるので統合したほうがいい。
・二葉、舟栄両方とも人数が少ない
ので統合した方がいい。
・これからのことを考えると部活動が
しっかりできなくなるので統合してほ
しい。
・統合して部活動の種類が増えるの
はいい。
・新しい中学校を作ってほしい。
・編入より、両方つぶれて統合がい
い。

・編入は絶対嫌です。
・二葉中は伝統のある学校なのでずっと残ってほし
い。
・仲間が増えるのはいいと思うが、このままでいい。
・部活動の人数が増えればチームが強くなることは
いいが、二葉がなくなるなら統合しないほうがいい。
・大人の都合のような気がする。子どもはこどもでで
きることをしている。
・校風がどうなるか不安。
・将来に向けて統合は必要だと思うが、母校がなくな
るのはすごく嫌です。
・それぞれの伝統行事がなくなるのは嫌です。

・二葉も舟栄も心構えが必要だと思
う。
・1年生が不安だと思う、もう少しゆっ
くりでもいい。
・受験の3年生の時にはしてほしくな
い。
・二葉に来てほしい。
・人数が増えるのはいいけど、伝統
がなくなるのはどうかと思う。
・統合するのなら、合併がいいが、二
葉の名前がなくなるのはさびしい。
・住所を変えてまで他の中学校に行
きたいのか。
・校舎は舟栄中が新しいのでいいか
もしれない。
・新しい校舎を作るのは不可能です
か。

３
年
生

・人数はたくさんのほうが楽しくてい
い。
・体育祭など人数が多いほうが絶対
楽しい。
・クラス替えはいいことだと思う。
・二葉中に統合すればいい。
・これから人数が減ると活動できる範
囲が狭くなる。
・統合してもいいが、二葉の名前を残
してほしい。
・合併するならどちらかの学校の入
学募集を止めればいい。

・今そんなに急いでやる必要はない。
・クラス替えがなかったおかげで3年間皆となかよく
できた。
・人間関係の面から人数の多いほうがいいが、それ
によりいろいろな問題もあると思う。
・統合して仲良くできるか心配。
・母校がなくなるのは嫌、悲しいです。
・二葉の伝統をなくしたくない。
・大きな学校はますます教育が行き届かなくなるの
ではないか。
・ 近二葉中は地域の人と関わることがあるので、
これからも続けていきたい。
・寄居も少なくなる可能性があるのに、二葉と舟栄で
話し合っても意味がないのではないか。
・今日説明してくれた人は，大事なところを隠してい
る気がする。例えば，統合の本当の理由はお金の
問題ではないのか。
・ずるをして他の学校に行く人をやめさせればいい。
・二葉中の存在をゼロにしたくない。

・そんなに急がなくていいと思う。
・いろんな人の意見を聞いて、じっくり
と考えてほしい。
・少子化で統合するのは分かった
が、さびしいです。
・体育着はどうなるのか。下の子にあ
げようと思ったが統合するとまたお金
がかかる。
・私たちが何を言っても結局統合す
るのではないか。

資料 ４



第 1 回地域検討会報告会での意見等 

 平成 24年 2月 9日 19：00～ 二葉コミュニティハウス  

    平成 24年 2月 10 日 19：00～北部コミュニティセンター 

 

   中学校の統合問題の後に控えている４小学校の統合も早期に進めてほしいという立

場からの提案。 
・中学校の統合校を二葉中学校とする。 
・4 つの小学校が統合した時に施設（教室数）の問題で，現在ある小学校いずれも教

室が不足する見込みである。そうした時に，隣接している舟栄中学校と栄小学校の

二つの校舎を合わせて，統合した小学校の校舎として使用する。 
  
   二葉中が良くて入学した。二葉中学校の卒業証書がほしい。 
   統合の話があったのならば，入学前に知らせてほしかった。 
   子どもも戸惑うと思う。 
   子どもは今中学 1 年生だが，平成 25 年度に統合となると，3 年生，受験の年。とて

も困る。 
 
   統合したら 3 学年全部が統合校に行くのではなく，新入生から統合校に行くことはで

きなのか。 
 
   中学校の校舎は，グランドが広い二葉中学校がいい。 
   舟栄中学校と二葉中学校は歩いても 10 分程度。このくらいの距離は中学生であれば 
   問題ないと思う。 
  
   絶対舟栄中学校といっしょにならないといけないのか。 
  
   平成 25 年に統合と決まれば，新入生の親は不安になるのではないか。 
   以前（Ｈ21 の新聞報道）からずっと不安な気持ちでいる。 
   統合がわかっていながら，なくなる学校に子どもを通わせるのがいいか，親として悩

む。 
 
   越境入学できるのが問題。 
 
   あまり早く話が決まるのはどうなのか。 
   受け入れるのにも時間が必要。 
    
   今通っている子どもの気持ち，意見を 優先に検討してほしい。 
 
   統合に反対ではないが，1 年後では時期が早すぎる。そんなに簡単にできるのか。 
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   全員同じスタートラインに立てる合併はいいが，編入は生徒の気持ちを考えると負担

が大きい。 
  

  統合を急いでいるのは，小学生の保護者だと思う。 
   何年後かに統合であれば準備もできるが，すでに中学校に入学している生徒は選択 
   することができない。 
 

  統合の方法は編入で，校舎は舟栄中学校を使うことがいいと思う。ただし，校名は新

しいものにするのがいい。 
 
  統合しても今いる中学生に，今の学校の卒業証書を出せるような柔軟な対応はできな

いのか。 
  

  編入するにしても，同窓会など細かい配慮をしてほしい。 
 

  統合を早急にするのではなく，いつ頃どうなるかというビジョンを早く示すことが， 
大事。検討が長引くと，子どもたちにも中途半端な状況が続きよくない。 
先が見通せる形を示して，子どもたちにもイメージを持たせることが必要。 

  
  統合まで 1 年というのは無理。 

低 2 年間は必要だろう。出口が見えている 2 年間であれば，子ども達はしっかり交

流ができるし，地域のことや，校名なども議論できる。 
 

  学校間でも話をしてほしい。交流活動を通して，お互いの心もつながってくる。 
 

  越境入学は阻止しなくてはいけない。 
 
   結論を早く導くためには，検討会に代表として出ている方のそれぞれの団体で意見を

まとめ，その後，例えば保護者なら隣の校区の保護者同士で話をするという風に小さ

なユニットで議論していくのがいいのではないか。 
   

  統合したときに近隣の学校に負けない，いい学校を作っていく前向きな考えに立ち， 
どうしていけばいいか皆で考えていくことが大切。 

 
  


